
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選
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ひ
ん
や
り
と
頬
ふ
れ
る
風
に
季
の
巡
り

思
い
つ
つ
川
辺
の
道
歩
み
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

柚
子
袋
胸
も
と
に
よ
せ
温
ま
る

香
り
は
ほ
の
か
に
身
に
し
み
て
ゆ
く
　
　
　
　
坂
3

武
笠
千
代
子

皿
の
上
に
置
か
れ
し
ま
ま
の
玄
米
の

幾
粒
小
さ
き
芽
を
見
せ
て
い
る
　
　
　
　
　
　
坂
3

川
名
　
佳
子

生
ぐ
さ
き
ヘ
ド
ロ
の
水
を
か
き
わ
け
て

浅
瀬
で
餌
と
る
カ
ル
ガ
モ
の
群
　
　
　
　
　
　
桜
6

藤
波
不
二
雄

冬
の
朝
冷
た
き
風
に
吹
か
れ
ゆ
く

ピ
ン
ク
の
バ
ラ
は
輝
い
て
い
る
　
　
　
　
　
　
里
　
　
柴
田
　
境
子

さ
り
げ
な
く
手
帳
に
は
さ
む
櫨
紅
葉
　
　
　
　
桜
1

奥
山
　
賢
助

渓
谷
の
飛
石
渡
る
冬
日
和
　
　
　

緑
1

村
岡
ト
シ
子

大
草
鞋
祀
る
山
門
初
し
ぐ
れ
　
　
　
　
　
　
　
坂
2

栗
田
　
節
子

貧
し
く
も
明
る
き
暮
し
花
八
ツ
手
　
　
　
　
　
本
3

中
野
　
好
一

球
児
ら
の
掛
声
揃
ふ
秋
の
暮
　
　
　
　
　
　
　
本
2

市
川
　
和
夫

短
日
の
富
士
く
つ
き
り
と
浮
か
び
を
り
　
　
　
桜
1

東
海
林
マ
サ

幼
児
が
掃
き
た
る
落
葉
ひ
ろ
ひ
を
り

本
3

菊
地
原
武
昭

時
の
鐘
鳴
る
を
待
ち
ゐ
て
銀
杏
散
る
　
　
　
　
南
2

益
子
　
幸
江

友
の
顔
浮
か
べ
賀
状
を
し
た
た
め
る
　
　
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

何
事
も
避
け
て
と
お
れ
ぬ
老
の
坂
　
　
　
　
　
里
　
　
田
中
ト
ミ
子

趣
味
ふ
え
て
パ
ソ
コ
ン
ミ
シ
ン
デ
ジ
カ
メ
と
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

遊
歩
道
孫
と
仲
良
く
散
歩
す
る
　
　
　
　
　
　
里
　
　
船
津
　
美
恵

家
計
簿
が
赤
く
染
ま
っ
た
物
価
高
　
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
礼

愚
痴
初
め
な
ら
ね
ば
良
い
が
宝
く
じ
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

冬
最
中
財
布
の
ひ
も
は
策
を
練
り
　
　
　
　
　
辻
　
　
田
中
　
米
蔵
　

傷
口
に
笑
顔
を
貼
っ
て
生
き
て
ゆ
く
　
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

日
　
時

2
月
19
日
（
木
）
午
後

1
時
半
〜
3
時

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容

「
口
腔
機
能
と
認
知
症

に
つ
い
て
」
口
腔
内
の
清
潔
が
身

体
に
及
ぼ
す
影
響
や
口
腔
の
機
能

と
の
関
連
に
つ
い
て
講
演
し
ま
す
。

講
　
師

高
橋
秀
行
氏
（
川
口
歯

科
医
師
会
・
歯
科
医
師
）

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
、
認
知

症
の
予
防
や
介
護
に
関
心
の
あ
る

方
30
人
（
費
用
は
無
料
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・
1
2

5
0
※
当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
支

部
ご
と
に
敬
老
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
開
催
の
支
部
は

次
の
と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
お
越

し
く
だ
さ
い
。

B

南
支
部
（
南
3
〜
6
、
8
・
前

田
・
緑
町
）

日
　
時

2
月
15
日
（
日
）
午
後

0
時
半
か
ら

場
　
所

や
す
ら
ぎ
会
館

B

桜
町
支
部
（
桜
町
全
域
）

日
　
時

3
月
8
日
（
日
）
午
前

10
時
半
か
ら

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
1

2
8
5
・
2
0
5
0

県
で
は
、
県
道

な
ど
の
歩
道
で
清

掃
や
花
植
え
を
行

っ
て
い
た
だ
け
る

住
民
・
学
校
・
企
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
団
体
に
な
っ
て
い
た
だ
く

と
、
県
と
地
元
市
町
村
が
皆
さ
ん

の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
支
援
企
業
に
は
社

会
貢
献
の
P
R
を
お
手
伝
い
い
た

し
ま
す
。

B

要
件

蘆
清
掃
活
動

県
管
理
道
路
（
100

m
以
上
）
の
ゴ
ミ
拾
い
や
草
取
り

な
ど
を
年
4
回
以
上
行
え
る
5
人

以
上
の
団
体

蘆
美
化
活
動

植
樹
帯
（
10
g
以

上
）
な
ど
で
花
植
え
や
水
や
り
な

ど
の
管
理
を
行
え
る
5
人
以
上
の

団
体

蘆
支
援
者

美
化
活
動
団
体
に
対

し
て
年
4
万
円
以
上
の
花
苗
の
支

援
を
行
え
る
企
業
や
団
体

B

県
・
市
町
村
か
ら
の
支
援
内
容

q
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
名
を
入
れ

た
表
示
板
を
歩
道
に
設
置
w
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
e
清
掃
用

具
の
支
給
と
貸
与
r
地
元
市
町
村

で
は
、
回
収
し
た
ゴ
ミ
を
処
理
t

支
援
者
に
対
し
て
、
現
地
に
支
援

者
表
示
板
を
設
置
す
る
ほ
か
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

申
込
み

申
込
書
は
、
県
土
整
備

事
務
所
で
配
布
の
ほ
か
、
県
道
路

環
境
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
提
出
先
は

県
土
整
備
事
務
所
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

県
道
路
環
境
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
5
1
0
3
ま
た

は
、
さ
い
た
ま
県
土
整
備
事
務
所

1
0
4
8
・
8
6
1
・
2
4
9
5

日
　
時

2
月
28
日
（
土
）
午
前

11
時
開
演

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー「
ダ
ヴ
」

多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
容

鳩
ヶ
谷
と
川
口
の
市
民

団
体
の
融
合
に
よ
り
、
民
謡
、
踊

り
、
新
舞
踊
、
腹
話
術
、
マ
ジ
ッ

ク
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ

市
民
謡
団
体
連
合
会
・

山
野
t
1
2
8
2
・
2
7
0
2

第
9
回

認
知
症
予
防
教
室

市
民
間
文
化
交
流

敬
老
会
の
ご
案
内

彩
の
国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集



文
（
粋
曲
）、
柳
亭
左
龍
、
三
遊
亭

司
、
古
今
亭
菊
六
、
古
今
亭
だ
ん
五

参
加
費

2
0
0
0
円
（
予
約
）、

2
2
0
0
円
（
当
日
）

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
を
面
白
く
す
る

会
・
上
田
t
1
2
8
5
・
6
2
0
8

日
　
時

4
月
か

ら
毎
週
木
曜
、
午

後
6
時
〜
7
時
半

場
　
所

サ
ン
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
　
象

小
・
中
学
生
（
社
会
人

は
若
干
名
）

費
　
用

入
会
金
1
0
0
0
円
、

日
　
時

2
月
11
日（
水
・
祝
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

内
　
容

当
日
の
み
通
話
可
能
な

1
0
4
8
・
8
7
2
・
8
0
5
5

で
の
電
話
に
よ
る
無
料
相
談

申
込
み
・
問
合
せ

埼
玉
司
法
書

士
会
事
務
局
1
0
4
8
・
8
6

3
・
7
8
6
1

就
職
を
目
ざ
す
若
年
者
を
対
象

と
し
た
入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
科
目

O
A
実
践
科
（
短
期

課
程
・
1
カ
月
）

募
集
人
員

20
人

選
考
日

3
月
4
日
（
水
）

合
格
発
表

3
月
11
日
（
水
）

費
　
用

無
料
（
教
材
費
別
途
自

己
負
担
あ
り
）

募
集
期
間

2
月
10
日
（
火
）
〜

25
日
（
水
）

※
願
書
は
、「
埼
玉
県
産
業
人
材

育
成
課
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ

県
立
職
業
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
1
0
4
8
・
6
5
1
・
3

1
2
2

日
　
時

3
月
20

日
（
金
・
祝
日
）

午
前
11
時
〜
正

午
、
午
後
2
時
〜

3
時
※
各
回
と
も
先
着
1
0
0
人

場
　
所

さ
い
た
ま
水
族
館
（
羽

生
市
三
田
ケ
谷
）

内
　
容

水
族
館
に
関
す
る
ク
イ

ズ
大
会
の
実
施
（
勝
ち
残
っ
た
方

に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
）

費
　
用

入
館
料
（
大
人
3
0
0

円
、
小
・
中
学
生
1
0
0
円
）

問
合
せ

さ
い
た
ま
水
族
館
1
0

4
8
・
5
6
5
・
1
0
1
0

あ
な
た
を
騙
す

振
り
込
め
詐
欺
の

3
大
キ
ー
フ
レ
ー

ズ
。
会
話
の
中
で

こ
の
言
葉
が
出
た
ら
要
注
意

B

携
帯
の
番
号
が
変
わ
っ
た
よ

そ
の
後
に
、
お
金
を
要
求
す
る

電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。（
オ

レ
オ
レ
詐
欺
）

B

携
帯
を
持
っ
て
A
T
M
に
行
っ

て
く
だ
さ
い

A
T
M
で
お
金
が
戻
っ
て
く
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
（
還
付
金
詐

欺
）

B

エ
ク
ス
パ
ッ
ク
で
お
金
を
送
っ

て
く
だ
さ
い

エ
ク
ス
パ
ッ
ク
で
現
金
の
送
金

は
で
き
ま
せ
ん（
振
り
込
め
詐
欺
）

※
不
審
な
電
話
や
ハ
ガ
キ
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。「
お
か
し
い
？
」

と
思
っ
た
ら
「
＃
9
1
1
0
」

（
け
い
さ
つ
総
合
相
談
）
に
電
話

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
武
南
警
察
署
生
活
安
全

課
1
2
8
6
・
0
1
1
0

月
会
費
2
0
0
0
円

主
　
催

市
卓
球
連
盟

問
合
せ

市
卓
球
連
盟
・
秋
草
t

1
2
8
3
・
1
1
7
2

蘆
面
談
相
談
（
予
約
制
）

日
　
時

2
月
11
日（
水
・
祝
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
　
所

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
浦
和
パ
ル
コ
10
階
）、

埼
玉
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
熊
谷
・
越
谷
・
所
沢
）

申
込
み

2
月
9
日
（
月
）
午
後

5
時
ま
で
に
電
話
で

蘆
電
話
相
談

日
　
時

2
月
22
日
（
日
）
午
前

9
時
半
か
ら

場
　
所

コ
ン
フ
ォ
ー
ル
東
鳩
ヶ

谷
集
会
所

費
　
用

1
2
0
0
円
（
昼
食
代

含
む
）

問
合
せ

中
山
t
1
2
8
5
・
8

1
7
1

日
　
時

2
月
20
日
（
金
）
午
後

6
時
半
か
ら

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー「
ダ
ヴ
」

出
演
者

鈴
々
舎
馬
桜
、
柳
家
紫

11
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皆
様
は
ど
ん
な
初
夢
を
見
ら
れ

ま
し
た
か
？

今
年
は
縁
起
を
か
つ
い
で
富
士

山
の
初
夢
を
見
る
べ
く
、
河
口
湖

畔
で
初
日
の
出
を
迎
え
た
。

し
か
し
、
初
夢
は
浅
田
次
郎
の

小
説
の
よ
う
に
不
思
議
な
夢
だ
っ

た
。
な
ん
と
親
友
の
1
人
が
病
床

で
私
に
向
か
い
訴
え
て
い
る
の

だ
。
何
か
の
警
鐘
だ
と
思
い
、
早

速
、
当
人
に
日
頃
の
不
義
理
の
詫

び
を
兼
ね
て
連
絡
し
た
。

鳩
ヶ
谷
市
は
、
今
、
本
格
的
な

少
子
高
齢
社
会
を
迎
え
、
そ
の
対

策
に
追
わ
れ
て
い
る
。
子
育
て
や

教
育
な
ど
次
世
代
育
成
の
政
策
は

待
っ
た
な
し
だ
。
保
護
者
の
価
値

観
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
早

急
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
高

齢
者
対
策
も
同
様
だ
。
高
齢
者
の

生
活
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
観
点
か
ら
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
な
る
諸
制
度
の
基
盤
づ
く
り

に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
月
刊
誌
「
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
50
プ
ラ
ス
」12
月
号
で
、

鳩
ヶ
谷
市
が
県
内
の
都
市
の
中
で

「
高
齢
者
に
優
し
い
街
」
の
高
位

に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
市
民

が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
街
に
す
る
こ
と
だ
。

し
か
し
、
市
民
は
年
齢
も
社
会

経
験
も
、
収
入
の
状
況
や
、
家
庭

環
境
も
人
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
一

人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

初
　
　
夢

異
な
る
以
上
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
適

し
た
街
は
な
い
。

同
誌
に
よ
る
と
、
鳩
ヶ
谷
市
は

昼
夜
の
人
口
変
化
が
少
な
く
落
ち

着
き
が
あ
り
、
犯
罪
や
事
故
が
少

な
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
と
し

て
県
内
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
ま
た
、
高

齢
化
率
が
高
い
も
の
の
、
商
業
や

交
通
の
利
便
性
が
高
く
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
点
で
も
県
内
第
5
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
鳩
ヶ
谷

市
の
特
徴
を
し
っ
か
り
評
価
し
て

い
た
だ
い
た
と
受
け
と
め
て
い
る
。

介
護
保
険
事
業
が
第
4
期
目
を

迎
え
る
今
年
は
、
さ
ら
に
市
民
の

皆
様
の
健
康
づ
く
り
や
防
災
・
防

犯
対
策
な
ど
に
引
き
続
き
力
を
注

い
で
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
1
年
、
市
民
の
皆
様
が
夢

と
希
望
を
持
て
る
街
と
し
て
県
内

で
一
番
と
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

卓
球
教
室

さ
い
た
ま
水
族
館

「
ク
イ
ズ
大
会
」

◎
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
◎

◆
次
の
方
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

【
埼
玉
県
表
彰
】

蘆
消
費
生
活
功
労
者
表
彰
　

小
安
和
子

将
棋
大
会

振
り
込
め
詐
欺
に

ご
注
意
！

第
31
回
鳩
ヶ
谷
寄
席

「
O
A
実
践
科
」

4
月
入
校
生
募
集

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会


